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■
水
質
日
本
一
の
川
『
宮
川
』

　
国
土
交
通
省
が
、
昭
和
33
年
か

ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
一
級
河
川

（
直
轄
管
理
区
間
）の
水
質
調
査

結
果
が
発
表
さ
れ
、
わ
た
し
た
ち

の
川『
宮
川
』は
、
平
均
水
質（
Ｂ

Ｏ
Ｄ
値
）
ラ
ン
キ
ン
グ
で
５
年
連

続
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
省
が
実
施
す
る
水
質
調
査

は
、
全
国
一
級
河
川
１
０
９
水
系

で
行
わ
れ
て
お
り
、
雨
竜
川（
北

海
道
）、大
井
川（
静
岡
）な
ど
宮

川
を
含
む
13
河
川
が
全
国
１
位
の

水
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
と
は

　

�「
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
」

の
略
称
で
、
最
も
一
般
的
な
水

質
指
標
の
一
つ
。

■
わ
た
し
た
ち
の
川
『
宮
川
』

　

宮
川
は
、
日
本
有
数
の
多
雨

地
帯
で
あ
る
大
台
山
系
を
源
流
と

し
、
大
内
山
川
、
一
之
瀬
川
な
ど

の
支
流
と
合
流
し
な
が
ら
北
東
に

流
れ
、
伊
勢
湾
に
注
ぐ
延
長
約
90

㎞
、
流
域
面
積
９
２
０
㎢
に
及
ぶ

県
下
随
一
の
大
河
川
で
す
。

　
宮
川
は
古
く
は
、「
大
川
」や「
度

会
の
河
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
名

前
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
豊

受
宮（
外
宮
）の
禊
川
」が
縮
ま
っ

て「
豊
宮
川
」、
さ
ら
に
縮
ま
っ
て

「
宮
川
」
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
宮
川
は
時
に
洪
水

を
起
こ
し
て
荒
れ
狂
う「
暴
れ
川
」

で
も
あ
り
ま
し
た
。
宮
川
ダ
ム
を

始
め
と
す
る
ダ
ム
や
堤
防
が
整
備

さ
れ
て
か
ら
は
大
規
模
な
水
害
が

発
生
す
る
こ
と
は
長
ら
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
16
年
の
台

風
21
号
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た

水
害
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

そ
ん
な
わ
た
し
た
ち
の
川「
宮

川
」は
、
か
つ
て
は
、
水
運
の
動

脈
と
し
て
食
糧
や
燃
料
な
ど
の
生

活
物
資
を
船
で
運
び
、
清
流
の
恩

恵
を
授
け
る
な
ど
、
人
々
の
生
活

を
支
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
様
式
の
変
化

な
ど
か
ら
、
川
を
身
近
に
感
じ
、

親
し
む
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

～５年連続水質日本一の川『宮川』で～

　国土交通省が実施している一級河川水質調査で、わたしたちの川『宮川』が、5 年連続
で水質日本一になりました。この日本一の川『宮川』で開催された『宮川親子デイキャンプ』
に宮川流域の親子 60 組が参加し、川と親しみ、自然の中で一日を過ごしました。

■�

宮
川
流
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

協
議
会
で
は
…

　

宮
川
流
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
協
議

会
は
、「
宮
川
と
共
に
生
き
る
た

め
、
住
民
・
企
業
・
行
政
が
協
働

し
て
、
地
域
の
豊
か
な
自
然
・
歴

史
・
文
化
を
保
全
、
再
生
し
な
が

ら
地
域
の
活
性
化
を
図
る
宮
川
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
を
推
進
し
、
魅

力
あ
る
地
域
を
築
く
こ
と
」
を
目

的
に
設
立
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

  

主
な
取
り
組
み

【
水
質
チ
ェッ
ク
】

　

清
流
日
本
一の
宮
川
の
水
質
を

守
っ
て
い
く
た
め
、
地
域
住
民
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
校
、
事
業
者
、
行
政

と
協
働
し
て
、
水
質
パ
ッ
ク
テ
ス

ト
や
水
生
生
物
調
査
に
よ
る
水
環

境
調
査
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
調

査
を
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
故

郷
の
川
、
宮
川
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
い
、
宮
川
流
域
が
一
つ
に

つ
な
が
る
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
川

の
状
況
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（HP）http:// www.miyarune.jp
　　　 /chec k/index.html

問合先　宮川流域ルネッサンス協議会　☎２７-５４１１

宮川親子デイキャンプ
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　ペットボトルに熱した釘な
どで穴を開けたらできあが
り。川につけておくと小魚な
どが採れます。

　炒った米ぬかをペットボ
トルに入れ、切り取ったペッ
トボトル 1/5を反対にして
差し込む。

■
宮
川
親
子
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

　

去
る
７
月
30
、
31
日
の
２
日

間
、
宮
川
流
域
の
親
子
を
対
象

と
し
た
、「
宮
川
親
子
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
」
が
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク

公
園
前
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
宮
川
流
域
案

内
人
の
会
が
主
催
し
、
昔
の
宮

川
の
姿
、
川
で
遊
ぶ
親
子
の
姿
、

自
然
の
中
で
親
か
ら
子
へ
と
川
で

の
遊
び
方
や
川
と
の
親
し
み
方

が
伝
え
ら
れ
て
い
た
、
そ
ん
な
姿

を
も
う
一
度
取
り
戻
し
ま
せ
ん
か

と
、
宮
川
流
域
の
親
子
に
呼
び

か
け
た
も
の
で
、
こ
の
２
日
間
で

60
組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
で
き
る

だ
け
道
具
を
使
わ
ず
、
身
の
回

り
に
あ
る
物
を
使
っ
て
遊
ぶ
こ
と

を
め
ざ
し
、
手
ぬ
ぐ
い
と
ざ
る
を

使
っ
た
「
魚
す
く
い
」
や
、
竹
を

材
料
に
「
水
鉄
砲
作
り
」、
河
原

で
水
面
に
向
か
っ
て
石
を
投
げ
る

「
水
切
り
」、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

利
用
し
た
「
び
ん
づ
け
作
り
」
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
水
生
生
物
を
発
見

　
「
魚
す
く
い
」
で
は
、
雨
の
後

で
宮
川
は
少
し
濁
っ
て
い
ま
し
た

が
、
き
れ
い
な
水
に
し
か
生
息

し
な
い
「
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
（
幼
虫
）」

や
「
ト
ビ
ゲ
ラ
類
（
幼
虫
）」、

絶
滅
危
惧
種
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
「
ア
カ
ザ
」
な
ど
、
わ
ず
か

30
分
ほ
ど
の
間
に
、
十
数
種
類

の
水
生
生
物
を
発
見
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
は
、「
気
持
ち

悪
い
」
と
声
を
上
げ
な
が
ら
も
、

流
域
案
内
人
に
「
こ
れ
は
何
で

す
か
」
と
尋
ね
、
流
域
案
内
人

の
「
十
数
種
類
の
生
物
が
採
れ

ま
し
た
が
、
多
く
が
き
れ
い
な

水
に
住
む
も
の
で
す
。
こ
れ
は

宮
川
が
き
れ
い
な
証
拠
で
す
よ
」

と
い
う
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
２
日
間
を
通
し
て
、
た
く

さ
ん
の
親
子
が
宮
川
と
親
し
み
、

自
然
の
中
で
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
体
験
は
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
自
然
や
環
境
を

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

魚すくいで
採れた水生生物

①サワガニ ②アカザ ③ヘビト
ンボ (幼虫 ) ④カワゲラ類 (幼
虫 ) ⑤ウグイの稚魚 ⑥トビゲ
ラ類 (幼虫 )

①

②

③

④

⑥

⑤

（HP）http:// www.miyarune.jp
　　　 /chec k/index.html

【
宮
川
流
域
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
】

　

宮
川
流
域
に
は
、
日
本
一
の
清

流
に
育
ま
れ
た
自
然
、
歴
史
、
文

化
、
産
業
、
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

先
人
の
方
々
よ
り
長
い
年
月
を
か

け
て
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
「
地

域
ら
し
さ
」
の
背
景
や
思
い
を
、

宮
川
流
域
案
内
人
が
案
内
す
る
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
が
年
間
１
０
０
回

以
上
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｈ
Ｐ
）

http
://m

iyarune.co
o
l.

ne.jp

■
宮
川
流
域
案
内
人
と
は
…

　
宮
川
流
域
案
内
人
は
、
宮
川
流

域
の
自
然
や
歴
史
、
伝
統
的
な
暮

ら
し
な
ど
を
地
域
の
人
や
訪
れ
た

人
に
、
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
く

イ
ン
タ
ー
プ
リ
ー
ト（
通
訳・翻
訳
）

す
る
人
で
す
。

　

案
内
人
は
単
に
知
識
を
与
え
る

だ
け
で
な
く
、
来
訪
者
に
興
味
を

持
た
せ
、
気
づ
き
を
引
き
出
し
ま

す
。

宮川流域案内人の会代表
巽 幸則さん（大台町大杉谷）

ペットボトルを使った「びんづけ」の作り方

※作る時は必ず大人の方が付き添ってください。

　ペットボトルの上
から1/5のところを
カッターナイフなど
で切る。

切る

米ぬかを入れる
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第
93
回
全
国
高
校
野
球
選
手

権
三
重
大
会
で
、23
年
ぶ
り
２
回

目
の
甲
子
園
出
場
切
符
を
手
に
し

た
県
立
伊
勢
工
業
高
等
学
校
は
、

去
る
８
月
６
日
に
甲
子
園
球
場
で

開
幕
し
た
同
選
手
権
大
会
の
１
回

戦
に
出
場
。
金
沢
高
校（
石
川
）

と
対
戦
し
、惜
し
く
も
０
ー
４
で

敗
退
し
ま
し
た
が
、度
会
中
学
校

野
球
部
出
身
の
橋
本
樹
選
手
は
４

打
数
２
安
打
の
活
躍
、代
打
で
途

中
出
場
し
た
山
下
翔
基
選
手
も
あ

こ
が
れ
の
甲
子
園
で
は
つ
ら
つ
と

し
た
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
両
選
手
の
活
躍
は
、後
を
追

う
後
輩
た
ち
に
も
大
き
な
夢
や
希

望
を
与
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

■
甲
子
園
で
の
感
想

　

１
回
戦
が
大
会
初
日
で
少
し

緊
張
し
失
敗
も
し
ま
し
た
。
試

合
も
１
回
戦
で
負
け
、悔
し
い
思

い
も
し
ま
し
た
が
、最
後
の
夏
を

甲
子
園
出
場
と
い
う
最
高
の
形
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

 

後
輩
た
ち
へ
一
言

　

甲
子
園
で
の
１
勝
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
、後
輩
の
皆
さ
ん
に
そ

の
夢
を
託
し
た
い
で
す
。

　

大
観
衆
の
中
で
の
試
合
は
、鳥

肌
が
立
ち
、緊
張
も
し
ま
し
た
。

し
か
し
、夢
の
舞
台
の
甲
子
園
で
野

球
が
で
き
た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
支
え
て

く
れ
た
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

 

後
輩
た
ち
へ
一
言

　

甲
子
園
は
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
場

所
で
す
。
野
球
を
続
け
る
か
ぎ
り

ぜ
ひ
甲
子
園
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

　伊勢学園高等学校ソフトボール部が、６月に開催された全国高校総体
三重県予選大会を制し、２年連続で全国高校総体へ出場。見事全国３
位に輝き、度会町からは６人の選手が出場しました。

全国高等学校総合体育大会ソフトボール競技大会　３位
（由利本荘市ソフトボール場ほか／秋田県）

■写真左から	 尾嵜智帆(２年) 奥野祐希(３年) 浦田栞里(３年)
	 中村美咲(３年) 東谷純花(２年) 濱地友菜(１年)【敬称略】

度会中学校グラウンドで
野球部後輩たちとガッツポーズ

橋本 樹選手・山下 翔基選手
～最後の夏 夢の舞台へ～

橋本樹さん
(日向)

山下翔基さん
(南中村)

第９３回
全国高校野球選手権大会出場！

伊勢学園高校ソフトボール部全国高校総体　３位！！

８/９
　～１２
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社
会
体
育
活
動
功
労
者
に

町
長
表
彰

　

去
る
７
月
19
日
、社
会
体
育
活

動
の
推
進
に
努
め
、青
少
年
の
指

導
育
成
に
多
大
な
る
貢
献
を
し

た
と
し
て
、北
川
俊
一
さ
ん
（
田

口
）、門
野
宮
生
さ
ん
（
棚
橋
）、

岡
山
巧
さ
ん（
日
向
）が
町
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

の
皆
さ
ん
は
、十
数
年
に
わ
た
り

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
）の
指
導
者
と

し
て
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
、平

成
22
年
度
の
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
統
合
に
も
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

■
写
真
右
か
ら

　

岡
山　

巧
さ
ん

　

北
川
俊
一
さ
ん

　

門
野
宮
生
さ
ん

　度会イーグルスが、７月に開催された２
大会で堂々の優勝を果たしました。

 ７/17	 小富士杯　優勝
	 （赤羽公園／紀北町）
 ７/２４	 第６回東紀州地区
	 小学生ソフトボール
	 交流大会　優勝
	 （熊野市総合グラウンド陸上競技場）

　ＪＢＣ玉城が、５月に開催された三重県予選大会を制し、「小学生の甲子
園」と称される高円宮賜杯第３１回全日本学童軟式野球大会に出場しまし
た。度会町では４人の選手が所属しており、中でも、山西さんは打率４割を
超えるスラッガーで、間道さんは俊足を生かした守備力が持ち味。

高円宮賜杯第３１回全日本学童軟式野球大会　初戦敗退
（大田スタジアムほか／東京都）

※のちに優勝を果たしたチームに初戦で対戦し、0－1で惜敗しました。

■写真左から  牧亮(５年) 山西里空(６年) 間道永吉(６年) 佐久間琉成(５年)【敬称略】

　度会エンペラーズに所属する中村野亜さん（６年）が、三重県予選大会
で見事優勝し、８月２６、２７日に日産スタジアム（横浜市）で開催される第
２７回全国小学生陸上競技交流大会に出場します。

第２７回全国小学生陸上競技交流大会
三重県予選大会　優勝

	 女子ソフトボール投げ記録　５２ｍ８３（県営陸上競技場）

　内城田スポーツクラブ 女子４×１００ｍリレーが、三重県予選大会
で３位に入賞し、８月２８日に瑞穂公園陸上競技場（名古屋市）で開催
される第２８回東海小学生リレー競走大会に出場します。

第２７回全国小学生陸上競技交流大会
三重県予選大会　３位

	 女子４×１００ｍリレー記録　５５秒６９（県営陸上競技場）

■写真後列左から	 �山本亜美（６年） 井戸本留実（６年） 加藤帆乃香（６年）
	 大西玲古（６年） 福井咲貴（６年） 吉田二千翔（５年）
	 岡村侑芽（６年）【敬称略】 

８/９
　～１5

７/２

先輩に続け！！
度会イーグルス

ＪＢＣ玉城「小学生の甲子園」へ

度会エンペラーズ
中村野亜さん 全国大会へ！！

内城田スポーツクラブ女子４×１００ｍリレー 東海大会へ！！

７/２
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　度会中学校陸上部 女子低学年４×１００ｍリレーが、三重県予選大会で
優勝し、第３３回東海中学校総合体育大会でも見事優勝。メンバーの森
本美南さん（１年）は、同予選大会女子1年100ｍで入賞（2位／13秒41）
し、東海大会へ出場しました（予選敗退）。

第５７回全日本中学校通信陸上競技三重大会　優勝
記録５１秒７４（県営陸上競技場）
第３３回東海中学校総合体育大会　優勝
記録５１秒３５（瑞穂公園陸上競技場／名古屋市）

■写真左上から	 林田珠里那(２年) 小山紗希(２年) 永井良絵(１年) 
	 山下実南(１年) 大西史織(１年) 森本美南(１年)【敬称略】

 ７/22
　　23

 ８/10

 ７/22
　　23

 ８/10

 ８/19
　～22

　度会中学校ソフトボール部が、７月に開催された三重県予選大会
を制し、第３３回全国中学校ソフトボール大会でベスト8の成績を修
めました。

第３３回東海中学校総合体育大会　優勝
（蘇南公園グラウンド／愛知県江南市）
第５５回中日本総合女子ソフトボール選手権大会　優勝
（富士川緑地公園ソフトボール場／静岡県富士市）
第３３回全国中学校ソフトボール大会　ベスト8
（山城総合運動公園ほか／京都府宇治市ほか）

 ８/６，７

度会中学校ソフトボール部全国ベスト 8！！

浦井崚自さん 全国大会へ！！

男子３年１００ｍ

男子低学年４×１００ｍリレー

東海大会へ！！

林田珠里那さん 全国大会へ！！女子２年１００ｍ

女子低学年４×１００ｍリレー
東海大会で優勝！！

 ８/13
　　14

 ８/18
　～20

　度会中学校陸上部 浦井崚自さん（３年）が、全国標準記録を突破
し、第３８回全日本中学校陸上競技選手権大会に出場しました。

第５７回全日本中学校通信陸上競技三重大会
記録１１秒２３（県営陸上競技場）
第３８回全日本中学校陸上競技選手権大会　準決勝進出
記録11秒35（奈良市鴻ノ池陸上競技場）

※�中学陸上は県予選大会で全国標準記録を突破すると全国大会に出場
できます。

 ７/22
　　23

 ８/19
　～22

　度会中学校陸上部 林田珠里那さん（２年）が、三重県予選大会で
優勝し、第３８回全日本中学校陸上競技選手権大会に出場しました。

第５７回全日本中学校通信陸上競技三重大会　優勝
記録１２秒４７(大会新記録)（県営陸上競技場）
第３３回東海中学校総合体育大会　６位
記録１２秒６９（瑞穂公園陸上競技場／名古屋市）
第３８回全日本中学校陸上競技選手権大会　予選敗退
（奈良市鴻ノ池陸上競技場）

　度会中学校陸上部 男子低学年４×１００ｍリレーが、三重県予選大会で
５位に入賞し、第３３回東海中学校総合体育大会に出場しました。　

第５７回全日本中学校通信陸上競技三重大会　５位
記録４８秒８９（県営陸上競技場）
第３３回東海中学校総合体育大会　予選敗退
（瑞穂公園陸上競技場／名古屋市）

■写真左上から	 井戸本尚也(１年) 山下和希(１年) 村田海渡(２年) 
	 林田彼龍(２年) 野村太雅(２年) 大屋瑠輝(２年)【敬称略】

 ７/22
　　23

 ８/10
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●「
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
家
」と
は

　

子
ど
も
た
ち
が
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
、
痴
漢
や
付
き
ま
と

い
行
為
な
ど
の
被
害
を
受
け
そ
う

に
な
っ
た
り
、
身
の
危
険
を
感
じ

た
り
し
た
と
き
に
助
け
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
緊
急
の
避
難
所
で

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域

の
中
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。

●
協
力
員
に
つ
い
て

　
「
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
家
」
事
業
は

平
成
16
年
４
月
か
ら
開
始
し
、
趣

旨
に
賛
同
し
た
町
民
の
皆
さ
ん
に

協
力
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き
活
動

し
て
い
ま
す
。
協
力
員
は｢

子
ど

も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
家｣

と
分
か
る
よ
う

に
、
道
路
に
面
し
た
門
、
玄
関
、

店
舗
の
扉
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
ス
テ
ッ

カ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
助
け
を
求
め
て
き
た
と

き
は
、
警
察
へ
の
通
報
、
子
ど
も

の
自
宅
や
学
校
へ
連
絡
を
取
る
な

ど
の
対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●
協
力
員
を
募
集
し
ま
す

　

協
力
員
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

度
会
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議 

　
（
町
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

　

☎
６
２
‐
２
４
２
２　

作
品
展

●
開
催
日
時

 

・
11
月
５
日
（
土
）

 　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

・
11
月
６
日
（
日
）

 　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
開
催
場
所

　
町
民
体
育
館
・
町
中
央
公
民
館

※�

作
品
募
集
な
ど
詳
し
く
は
、「
広

報
わ
た
ら
い
」
９
月
号
と
同
時

配
布
の
『
町
民
文
化
祭
作
品
募

集
の
お
知
ら
せ
』
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

芸
能
発
表
会

●
開
催
日
時　

 　
11
月
６
日
（
日
）

 　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
開
催
場
所

　
度
会
中
学
校
体
育
館

町
民
文
化
祭
・
芸
能
発
表
会

出
場
者
を
募
集

　

町
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
で

は
、
町
民
文
化
祭
・
芸
能
発
表
会

へ
の
出
場
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

●
出
場
資
格　

　

町
公
民
館
や
関
連
施
設
で
常
時

活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
に

所
属
し
て
い
る
方

※�
出
場
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

実
行
委
員
会
で
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※�

出
場
は
１
人
１
種
目
と
し
、
歌

に
つ
い
て
は
２
コ
ー
ラ
ス
ま
で

と
し
ま
す
。

※�

会
場
の
都
合
で
、
希
望
さ
れ
る

装
置
な
ど
の
手
配
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限

　
９
月
15
日
（
木
）
ま
で

「
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
家
」
を
新
規
募
集

◆
選
挙
に
よ
る
選
出

　
小
谷
　
公
昭	

（
田
口
）

　
奥
山
　
忠	

（
麻
加
江
）

　
北
村
　
俊
和	

（
長
原
）

　
中
谷
　
稔	

（
大
久
保
）

　
鳥
羽
　
榮
一	

（
平
生
）

　
中
村
　
敏
郎	

（
棚
橋
）

　
西
村
　
昌
平	

（
大
野
木
）

　
内
田
　
幸
男	

（
葛
原
）

　
中
西
　
輝
行	

（
下
久
具
）

　
藤
原
　
信
一
郎	

（
茶
屋
広
）

　
荻
田
　
治	

（
栗
原
）

　
山
本
　
角
夫	

（
日
向
）

　
中
山
　
進	

（
小
川
）

　
作
野
　
順
一	

（
小
萩
）

　
森
田
　
裕
史	

（
脇
出
）

　
森
岡
　
久
之	

（
南
中
村
）

◆
農
協
推
薦

伊
勢
農
協
理
事

　
山
下
　
正
和	

（
大
野
木
）

◆
土
地
改
良
区
推
薦

度
会
町
土
地
改
良
区
理
事

　
小
野
　
榮
士	

（
栗
原
）

◆
議
会
推
薦

　
山
根
　
次
子	

（
田
口
）

　
中
西
　
貞	

（
平
生
）

度
会
町
議
会
議
員

　
中
井
　
利
正	

（
注
連
指
）

度
会
町
長

　
中
村
　
順
一	

（
棚
橋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

　

任
期
満
了（
平
成
23
年
７
月
19
日
）に
伴
う
度
会
町
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
が
７
月
10
日
に
執
行
さ
れ
、16
人
の
皆
さ
ん
が
無
投
票
で
当

選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、農
協
、議
会
な
ど
か
ら
６
人
の
委
員
が
推

薦
さ
れ
、合
わ
せ
て
22
人
の
新
農
業
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、平
成
26
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

第
31
回 

町
民
文
化
祭
を
開
催

　
第
31
回
町
民
文
化
祭
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
☎
６
２
‐
２
４
２
２

申込・
問合先

新
し
い
農
業
委
員
22
人
が
決
定
し
ま
し
た
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秋
の
合
同
行
政
相
談
所
を
開
設

　

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、皆
さ
ん
か
ら
苦
情

や
意
見
、要
望
を
お
聞
き
し
、そ
の
解
決
の
促
進
を

図
る
た
め
、10
月
17
日（
月
）か
ら
23
日（
日
）の「
秋

の
行
政
相
談
週
間
」に
ち
な
ん
で
、人
権
相
談
と
併

せ
た『
合
同
行
政
相
談
所
』を
開
設
し
ま
す
。

　

役
所
の
仕
事
や
人
権
な
ど
に
つ
い
て
、困
り
ご

と
、悩
み
ご
と
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
開
設
日
時

　
10
月
11
日
（
火
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
開
設
場
所

　
町
中
央
公
民
館
２
階
中
会
議
室

●
相
談
担
当
者
（
予
定
）

　

�

町
行
政
相
談
委
員
、
町
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
評

価
事
務
所
職
員
ほ
か

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

当
日
、
都
合
の
悪
い
方
は
、
い
つ
で
も
行
政
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
行
政
相
談
委
員

　
小
岸
米
子
さ
ん
（
下
久
具
３
５
９

−

１
）

　
☎
６
２

−

０
２
８
４

公
的
機
関

　
総
務
省
三
重
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

　

�（
〒
５
１
４

−

０
０
３
３ 

津
市
丸
の
内
26
番
８
号

　
津
合
同
庁
舎
３
階
）

　
☎
０
５
７
０

−

０
９
０
１
１
０

●
問
合
先

　
役
場
総
務
課

　
☎
６
２

−

１
１
１
１

広
報
文
芸
西
野
た
け
し
指
導

家
族
み
な
揃
ふ
ひ
と
と
き
西
瓜
割
る

	

麻
加
江	

辻
本
久
美
子

百さ
る
す
べ
り

日
紅
山
の
水
ひ
く
庭
の
池

	

麻
加
江	

中
嶋
　
久
子

掃そ
う
苔た
い
や
父
の
記
憶
の
遠
く
な
る

	

大
野
木	

西
村
　
　
永

法
話
に
も
ユ
ー
モ
ア
少
し
白
木む
く
げ槿

	

立
岡	

牧
　
　
明
子

葛く
ず
咲
く
や
抜
け
道
多
き
城
下
町

	

棚
橋	

松
本
　
貞
子

こ
の
猛
暑
の
り
き
る
力
母
に
欲
し

	

田
間	

村
山
　
和
美

束た
ば

ね
持
つ
桔き
き

梗ょ
う

に
風
の
戯そ
ば

へ
け
り

	

牧
戸	

井
戸
本 

つ
た

弛ゆ
る

み
た
る
体
を
締し

め
て
夏
の
帯

	

大
久
保	

浦
田
　 

フ
ユ

平
成
二
十
三
年
八
月
十
八
日

茶
の
実
句
会
抄

秋の行政相談週間
10月17日（月）～23日（日）
秋の行政相談週間

10月17日（月）～23日（日）

　地域交流センター図書室は、誰でも利用できます。
ぜひ一度お越しください。

▼貸  出  日　毎週土曜日午後1時～5時

▼開館時間　午前 8時30 分～午後5時

▼休  館  日　日曜・祝日

▼問  合  先　町地域交流センター　☎ 63-0070

「ちきゅうのために
　　できる１０のこと」   
メラニー・ウォルシュ／作　山本和子／訳
　地球環境を守るために自分たちがしなければな
らない、また自分たちでも簡単にできることが描
いてあり、楽しく学ぶことができるしかけ絵本で
す。最後のページに出てくる一言にとても重みを
感じました。

お薦めの絵本 BOOK図書室だより 9月21日（水）～30日（金）
運動の重点
�●�夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交
通事故防止

●�全ての座席のシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

●飲酒運転の根絶

交通安全ミルミルウェーブを実施
　町では、秋の全国交通安全運動期間中に交通
安全ミルミルウェーブ（メッセージボードを使っ
て、運転手などに交通安全を啓発する活動）を
実施します。

▼実施日時	 9月24日（土）午前 9 時30 分～

▼実施場所	 県道伊勢大宮線（ＪＡ伊勢本店前）
	 県道伊勢南島線（南中村地内）

▼問  合  先	 役場総務課　☎６２－１１１１

秋の全国交通安全運動
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図書館開放予定日

 全 国 高 校 野 球 選 手 権 三 重 大 会
 度 会 町 社 会 福 祉 協 議 会 夏 祭 り

 三重県陸上競技選手権大会結果

 ３ 年 生 の 模 擬 面 接
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少年円盤投（１．７５ｋｇ）
〈優勝〉坂本大樹（２年）	 ４６ｍ５５〈自己新記録〉
〈８位〉村上 輝（１年）	 ３９ｍ２７〈自己新記録〉
少年Ｂ砲丸投（５．０ｋｇ）
〈優勝〉村上輝（１年）	 １３ｍ３５〈自己新記録〉
〈３位〉袖野佑吏（１年）	 １２ｍ７６〈自己新記録〉
少年砲丸投（６．０ｋｇ）
〈８位〉栗原幸樹（２年）	 １０ｍ９２〈自己新記録〉
女子やり投
〈優勝〉奥村つかさ（３年）	 ４７ｍ７０〈県高校新記録〉
女子円盤投
〈５位〉奥村つかさ（３年）	 ３７ｍ３４〈自己新記録〉

日 月 火 水 木 金 土
1
×
2
○ 
3
×

4
×
5
× 
6
×
7
× 
8
○
9
○
10
×

11
×
12
○
13
○
14
×
15
○
16
○
17
×

18
×
19
×
20
○
21
×
22
×
23
×
24
×

25
×
26
○
27
○
28
×
29
○
30
○

9 月カレンダー

２回戦（伊勢球場） 対宇治山田４－０
　７月１５日に開幕した三重大会、初戦の相手は同じ南勢地区
の宇治山田高校でした。初回にヒットと相手のミスから２点を
先制しました。エース西濱くん（南勢）は伸びのある直球とキレ
のある変化球で相手打線を４安
打１６奪三振の好投を見せ、４－０
の完封で勝利しました。

３回戦（津球場） 対川越１－２
　３回戦は川越高校と対戦し、２回
に１死２、３塁から内野ゴロの間に
１点を先制しましたが、３回以降相手投手の丁寧な投球の前に
凡打が続きチャンスを作れませんでした。エース西濱くん（南
勢）は、この日も好調で、ストレートも１４８㌔を計測しました。５
回までは相手打線を１安打と危なげない投球でしたが、６回以
降疲れが見え始め、７回に先頭打者を四球で出すと、味方エ
ラーも絡み同点にされ、８回には先頭打者に四球を与え、１死２
塁から決勝タイムリーを打たれ逆転され敗退しました。
　今大会はベスト８を目標に戦いましたが、残念ながら３回戦で
敗退しました。

　大会前のたくさんの差し入れ
や、当日の応援ありがとうござい
ました。皆さんのおかげで最後
まで全力でプレーすることがで
きました。悔しい思いもありま
すが、後輩に頑張ってもらいたいと思います。

 3年   酒井佑基
　僕たち生徒会は、交流文化部や家庭部と
ともに社会福祉協議会の夏祭りに参加し、お年
寄りの方々との交流を行いました。
　最初に「数当てゲーム」をし、当たった人は家
庭部が作ったプレゼントがもらえて、お年寄りの
方々は大変喜んでくれました。その後、交流文化
部がハンドベル演奏をし、それに合わせてみんな
で歌いました。後半はお年寄りの方々に教わっ
て、何種類かの盆踊りを踊りました。さまざまな
アトラクションでとても喜んでもらえ、一緒に楽
しい時間や良い経験ができたことは、自分たちに
とっても良い思い出になりました。

　７月２８日、度会町社会福祉協議会の夏祭りに、例年
参加している生徒会 ･ 交流文化部 ･ 家庭部に加えて、
２年２組有志が特別
参加をし、地元の皆
さんとの交流を深め
ました。

　度会校舎では夏休みを利用して、３年生ほぼ全員を
対象に進路の模擬面接を実施しています。生徒一人ひ
とりが、３年生学年団に属する６人の教員全員に一人
ずつ面接指導をしてもらい、計６回行います。礼儀作
法や言葉遣い、質問に対する答え方などを繰り返し経
験して身につけることで、面接の苦手な生徒も何とか
克服してくれることを期待しています。

度会校舎図書館は、次の日程
で地域の皆さんに開放してい
ます。
○ 午前 9 時～午後 5 時開放
× 地域開放日ではありません
・��開放日は会議などで変更す
ることがありますので、ご了
承ください。
・�Booklog で新着本情報をお
知らせしています。
　�http://booklog.jp/users/
　　watarailib

陸　上
競技部

奥村つかささんは８月２７、２８日に愛知県瑞穂競技場
で開催される東海陸上競技選手権大会に出場します。



わたらいClose UpわたらいClose Up
伝統行事　麻加江かんこ踊り
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　去る8 月15日夜、麻加江慶林寺の境内で、かん
こ踊りが行われました。
　口上を皮切りに、提灯持ちを先頭とした大名行列
が入場し、踊りは、入り場付、五所おどり、かんこ綾、
念仏おどり、綾おどりと夜遅くまで舞い続けられまし
た。
　音頭とりとほら貝などの音色に合わせて、腰蓑や
シャグマをつけた青年男子がかんこを鳴らして踊る
勇壮な舞いと、花笠をかぶりタスキをあやどった童
女の綾竹を使った愛らしい舞いは、訪れた人たちを
魅了していました。



わたらいClose UpわたらいClose Up
「ことぶき学園」講座で防災を学ぶ

夏休み　親子でクッキング

少年警察協助員に３人が委嘱

11 広報わたらい（2011年 9月号）

　去る７月２５日、町中央公民館で、高齢者が軽
スポーツや作品づくりなどさまざまな体験や活動
をする「ことぶき学園」の第３回講座が開催され、
内城田地区で６３人が参加しました。
　今回の講座は、県民と県とのコミュニケーショ
ンの向上を図ることを目的として実施されている
「みえ出前トーク」を活用し、「防災」をテーマに、
県職員を講師として招きました。
　講師は、東海、東南海、南海地震が発生す
る可能性を指摘した上で、地震の発生するメカ
ニズムなどを分かりやすく解説し、住宅の耐震

化や、防災について家族で話し合うようアドバイスしました。
　この講座は、中川、小川郷、一之瀬地区でも開催され、内城田地区と合わせ１４７人が参加し、参加
者らは講師の話に真剣に耳を傾けていました。

　去る7 月30日、町保健センターで「わたらいキッズ・チャレンジ
教室」が開催され、小学 1 年から3 年生まで 42 人の子どもとその
保護者が、クッキーといばらまんじゅう作りにチャレンジしました。
　また、夏休み期間を利用して、低・中・高学年別の 3 回に分けて
同センターで開催された「親子料理教室」では、各回とも20 組ほ
どの親子が参加し、ただ料理をするだけでなく、町栄養士の指導の
下、食材を赤、黄、緑色の 3 グループに分け、それぞれの栄養成
分の違いなども学びました。
　参加した子どもたちは、玉ネギのみじん切りに涙を流しながらも、
保護者の方と楽しそうに料理をしていました。

　去る 5月19 日に、少年の非行防止と健全育成活動に協力していただくため、中村嘉一さん（棚橋）、
世古武弘さん（麻加江）、西村毅さん（小川）が、少年警察協助員として、伊勢警察署長から委嘱さ
れました。
　同協助員の任期は 2 年間で、協助員の皆さんには、要保護少年の発見と保護や非行少年などの発
見、少年からの相談、有害環境の浄化、地域社会に対する啓蒙活動などにご活躍いただきます。
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消火器の
破裂に注意！

広報わたらい（2011年 9月号） 12

脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
料
理

教
室
を
開
催

　

度
会
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
で
は
、
次
の
と
お
り
脂
質
異
常

症
を
予
防
す
る
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
開
催
日
時

　

9
月
22
日
（
木
）

　

午
前
9
時
30
分
～
正
午
ご
ろ

●
開
催
場
所

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
期
限

　

9
月
16
日
（
金
）

●
参
加
費

　

３
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先

　

役
場
福
祉
保
健
課

　
☎
６
２

−

１
１
１
２

第
１
回
未
入
所
幼
児
交
流
会
を

開
催

　

町
内
各
保
育
所
で
行
う
運
動
会

の
中
で
、
未
入
所
幼
児
交
流
会
を

行
い
ま
す
。

長
原
保
育
所

●
開
催
日
時
・
場
所

　

10
月
8
日
（
土
）

　

午
前
8
時
40
分
～

　

長
原
保
育
所

中
之
郷
保
育
所

●
開
催
日
時
・
場
所

　

10
月
1
日
（
土
）

　

午
前
9
時
～

　

小
川
郷
体
育
館

※�
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

始
時
間
は
各
保
育
所
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※�

棚
橋
保
育
所
の
運
動
会
は
５
月

に
実
施
済
み
で
す
。

●
対
象

　

�

保
育
所
に
行
っ
て
い
な
い
お
子

さ
ん

●
内
容

　

�

当
日
各
保
育
所
で
行
わ
れ
る
運

動
会
の
指
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

参
加

●
問
合
先

　

長
原
保
育
所

　
☎
６
４

−

０
０
２
２

　

中
之
郷
保
育
所

　

☎
６
２

−

０
０
７
０

平
成
23
年
度
後
期

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
開
催

乙
種
第
４
類
・
丙
種
試
験

●
試
験
日

　

11
月
13
日
（
日
）

●
試
験
会
場

　

皇
學
館
大
学

●
申
込
期
間

　

9
月
12
日
（
月
）
～
26
日
（
月
）

※�

電
子
申
請
の
場
合
は
、
９
月
９

日（
金
）午
前
９
時
～
23
日（
金
）

午
後
５
時

●
願
書
提
出
先

　

�（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

三
重
県
支
部

※�

願
書
は
伊
勢
市
消
防
本
部
、
本

署
、
各
分
署
・
出
張
所
で
取
得

で
き
ま
す
。
記
入
・
提
出
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

�

会
場
へ
は
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
備
講
習
会

●
開
催
日
時

　

10
月
20
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
開
催
場
所

　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

●
講
習
科
目

　

乙
種
第
４
類

●
定
員

　

１
０
０
人

●
受
講
料

　

４
，０
０
０
円

※�

希
望
者
の
み
教
材
費
が
別
途

必
要

●
申
込
期
間

　

�

９
月
12
日
（
月
）～
10
月
11
日

（
火
）

●
申
込
先

　
（
社
）三
重
県
危
険
物
安
全
協
会

　

☎
０
５
９

−

２
２
６

−

８
３
７
８

※�

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

�

会
場
へ
は
、公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
試
験
・
予
備
講
習
会
問
合
先

　

伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
２
５

−

１
２
６
３

老
朽
化
消
火
器
の
適
切
な
取
り

扱
い
に
つ
い
て

　

腐
食
に
よ
る
老
朽
化
消
火
器
の

破
裂
に
よ
る
人
身
事
故
が
、
全
国

で
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

類
似
し
た
事
故
の
発
生
を
防
止
す

る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
よ

り
適
切
に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ

い
。

①�
消
火
器
が
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る

場
所
や
湿
潤
な
場
所
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
消
火
器
の
状
態

を
点
検
し
、
腐
食
が
進
ん
で
い

る
も
の
は
、
絶
対
に
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

②�

不
要
に
な
っ
た
消
火
器
に
つ

い
て
は
、
放
射
、
解
体
な
ど
の

廃
棄
処
理
を
自
ら
行
う
こ
と
な

く
、
回
収
を
行
っ
て
い
る
事
業

者
に
廃
棄
処
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
、
腐
食
が
進
ん

で
い
る
加
圧
式
の
消
火
器
は
、

容
器
破
裂
の
危
険
性
が
大
き
い

の
で
、
速
や
か
に
廃
棄
処
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

回
収
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
２
５

−

１
２
６
８
ま
た
は

　

�（
株
）消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３

−

５
８
２
９

−

６
７
７
３
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東北地方太平洋沖地震
義援金の集計結果

総額6,668,718円
（7月31日現在）

　問合先　役場総務課
　　　　　☎６２－１１１１

市
民
公
開
講
座
「
骨
と
関
節
の
日
」
を
開
催

県警シンボルマスコット
「ミーポくん」
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10
月
１
日
か
ら
７
日
は

「
公
証
週
間
」で
す

　

大
切
な
契
約
や
遺
言
を
作
成
し

て
、
後
で
紛
争
が
生
じ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
、「
公
正
証
書
」

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
公
正
証

書
に
は
法
律
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
力
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
紛
失

し
た
り
、
書
き
換
え
ら
れ
た
り
す

る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
正
証
書
に
つ
い
て
の
相
談
は

無
料
で
、
そ
の
内
容
を
他
人
に
知

ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

伊
勢
公
証
役
場

　

☎
２
８

−

６
５
０
６

ご
利
用
く
だ
さ
い

交
通
事
故
無
料
相
談

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
で

は
、
交
通
事
故
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

電
話
相
談
※
面
談
可

●
相
談
日
時

　

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
５
時

※
祝
日
を
除
く

弁
護
士
相
談

●
相
談
日
時　

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
４
時

※
要
予
約
・
要
面
談

●
問
合
先

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会

　

�

四
日
市
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
９

−

３
５
３

−

５
９
４
６

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
個
別
相
談

コ
ー
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

　

三
重
労
働
局
で
は
、
月
に
一

度
、
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
さ
ま

ざ
ま
な
疑
問
や
相
談
に
お
答
え
し

ま
す
。

●
開
催
日
時

　

毎
月
第
３
木
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
開
催
場
所

　

津
第
二
地
方
合
同
庁
舎
３
階

　

三
重
労
働
局
総
務
部
企
画
室

※�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

三
重
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
５
９

−

２
２
６

−

２
３
１
８

不
動
産
無
料
相
談
所
・
不
動
産
弁

護
士
無
料
相
談
会
を
開
催

　

不
動
産
の
売
買
、
賃
貸
に
関
す

る
法
律
は
多
く
、
内
容
も
複
雑
で
、

対
象
も
高
価
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。（
社
）三
重
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
で
は
、
不
動
産
無
料
相

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た

予
約
制
で
弁
護
士
に
よ
る
不
動
産

無
料
相
談
会
も
毎
月
開
催
し
、
広

く
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
不
動
産
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

�（
社
）三
重
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会

　

☎
０
５
９

−

２
２
７

−

５
０
１
８

　

三
重
県
整
形
外
科
医
会
で
は
、

無
料
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　

10
月
22
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

●
開
催
場
所

　

�

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

い
せ
ト
ピ
ア

　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
開
催
内
容

	

・
特
別
講
演

　

�「
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
と
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

	

・
骨
密
度
測
定

	

・
健
康
相
談

※�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

山
田
赤
十
字
病
院
整
形
外
科

　

☎
２
８

−

２
１
７
１

　

市
立
伊
勢
総
合
病
院
整
形
外
科

　

☎
２
３

−

５
１
１
１

　

県
立
志
摩
病
院
整
形
外
科

　

☎
０
５
９
９

−

４
３

−

０
５
０
１

警察総合相談電話 ♯9110 番（光回線不可）

　【受付時間】 月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　 午前９時～午後５時

♯9110 番は…
・	三重県警察本部（津市）にかかります。
・	�携帯電話・ＰＨＳの場合、

県境付近で電話をかける
と他県警察へつながる場
合があります。

・�	ダイヤル回線をお使いの
	 方は、059-224-9110へ	
	 おかけください。

●�犯罪などによる被害の未然防止に
　関する相談

●町民の安全と平穏についての相談
●緊急の事件・事故以外の相談

９月11日は警察安全相談の日
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保健情報
問合先　町保健センター
　　　　☎ 62-1112

まで

子育て
支援情報
子育て
支援情報
問合先  町地域交流セ

ンター    ☎63-0070

　　　  または役場福
祉保健課 ☎62-1112

バザールわたらい産直市 9 月の町税 障害者相談支援センター

広報わたらい（2011年 9月号） 14

子育て支援センターではメールでの相談も受け付けています
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

遊・友・YOU くらぶ

わたっこ広場開放 地区巡回広場わたぼうし

10 月 13 日（木）ひよこグループ
10 月 14 日（金）うさぎグループ
時間：�午前 10時 30分～�

 正午ごろ
場所：町保健センター
　　　※初回のみ要申込み

月曜日～金曜日
時間：午前 9時 30分～
　　　午後 2時 30分
場所：町子育て支援センター
対象：�保育所に行っていない
　　　お子さん
※�多目的ホールが事業で使用
できないときは、創作活動
室をご利用ください。

10 月 6 日（木）
町地域福祉センター 一之瀬支所

10 月 27 日（木）
　麻加江生活改善センター
時間：午前 10時～
　　　11時 30分ごろ
内容：�保育士による手遊び、
　　　自由遊びなど
対象：�保育所に行っていない
　　　お子さん

1 歳６か月児健診

乳児健診 育児相談
（保健相談および栄養相談）

10 月 19 日（水）
受付：午後 0時 30分～
　　　　　 0 時 45分
場所：町保健センター
対象：�平成 22年 2月・3月
　　　生まれのお子さん

10 月 19 日（水）
受付：午後 1時 00分～
　　　1時 20分
場所：町保健センター
対象：
・2か月児健診
 平成 23 年 8 月生まれの
　お子さん
・７か月児健診
 平成 23 年 3 月生まれの
　お子さん

10 月 7 日（金）
受付：午前 10時～ 11時
場所：町地域交流センター
対象：�0 歳から 6歳までの
　　　お子さん

地元産の新鮮な野菜やお
茶、手作りお菓子、漬け物
などを販売しています。
多数のご来店をお待ちして
います。

国民健康保険税　第 5 期 『ブレス』巡回相談

●開催日時　
　毎週日曜日 午前9時～11時
●開催場所
　宮リバー度会パーク
　バザールわたらい
●問合先
　役場産業振興課 ☎62-2416

※�口座振替日は、９月 27 日
（火）です。預貯金残高の確
認をお願いします。

●開催日時　
　9月 9日（金）・30日（金）
　午前 10時～午後 4時
●開催場所
　役場 1階第 1会議室
●申込・問合先
　役場福祉保健課
　☎ 62-2413　または
　伊勢・度会地区障害者相談
　支援センター『ブレス』
　☎ 20-6525
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暮らしガイド

15 広報わたらい（2011年 9月号）

■度会町役場
　開庁時間 am8：30～pm5：15 �
　※昼の休憩時間は2班交代制での執務
　※各課直通電話をご利用ください。

　●総務課………………（代）62-1111
　・行政係
　・財政係
　●政策調整室………………62-2423
　●税務住民課
　・戸籍住民係……………62-2411
　・年金保険係……………62-2412
　・住民税係………………62-2414
　・資産税係………………62-2414
　●福祉保健課
　・福祉係…………………62-2413
　・支援係
　　（地域包括支援センター）………62-1118
　・保健係（保健センター）……62-1112
　●生活環境課………………62-2415

　●建設課……………………62-2420
　●産業振興課
　・農林係…………………62-2416
　・振興係…………………62-2416
　●出納室……………………62-2410
　●議会事務局………………62-1113
　●教育委員会事務局
　・学校教育係……………62-2422
　・社会教育係……………62-2422
　●夜間・休日宿日直室……62-1114
■保育所
　●棚橋保育所………………62-0074
　●長原保育所………………64-0022
　●中之郷保育所……………62-0070
■地域交流センター………63-0070
■社会福祉協議会…………62-1117
■わたらい緑清苑…………62-2200
■美化センター……………62-0249
■中央公民館………………62-1588
■度会小学校………………62-0004
■度会中学校………………62-0194
■バザールわたらい………63-0333

おめでた

おくやみ

Life Guide

　家族が一緒に食卓を囲むことによって、子どもが健康に関心を持ち、食べ
方のマナーを覚え、会話も弾み、嫌いな食べ物にも挑戦できる場になります。
　近年、生活習慣病予備群の子どもが増えています。子どものころから、
食事の楽しさ、大切さを学び、元気な体、豊かな心を育む食育が必要です。
　親子で楽しく作って、味覚を鍛えましょう。

スパゲティ……………… 200 ｇ
オリーブ油……………… 大さじ１
合挽肉… ……………… 120 ｇ
玉ネギ…………………… 120 ｇ
油……………………… 大さじ１
スープの素……………… １と１／２個
デミグラスソース… …… 160 ｇ
ケチャップ……………… 60 ｇ
ソース…………………… 小さじ２
塩・コショウ…………… 少々
粉チーズ………………… 大さじ２

①�玉ネギはみじん切りにする。フライパンに油を熱し、合挽肉を炒め
て、玉ネギ、スープの素を加え、炒まったら、デミグラスソース、
ケチャップ、ソース、塩、コショウを加えてしばらく煮込む。固い
ときは、湯を加える。

②�スパゲティは、たっぷりの湯でゆでてざるにあげ、オリーブ油をま
ぶしておく。

③スパゲティを器に盛り付け、ミートソースをかける。
④好みで粉チーズをかける。

　親子で楽しむ料理   スパゲティミートソース

材料（４人分）

作り方

シリーズ
今夜の夕食
シリーズ
今夜の夕食

度会町食生活改善推進協議会

…

７月中に届出のあった方（敬称略）
	 子の名前	 保護者名	 字　名

森下僚
りょうたろう
太郎	  茂	 麻加江

北岡　奏
そうき
希	  慶昭	 棚　橋

中野　優
ゆうと
杜	  洵	 大野木

西脇　蓮
れんじゅ
樹	  隼太	 棚　橋

７月中に届出のあった方（敬称略）
	 名　前	 年 齢	 字　名
縄手 辻郎　　　91　　注連指
井戸本 萬一　　84　　牧　戸
大西 乙枝　　　90　　棚　橋
山中 健二　　　63　　大野木
浦田 楠六　　　86　　下久具
山本 ふく　　　87　　川　上
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日本一の川『宮川』で…
宮川親子デイキャンプ
　今月号に掲載しています『宮川親子デイ
キャンプ』での一面です。
　親子での竹を材料に使った水鉄砲作り

では、水を押し出す部分の布の巻き方や、その調整に悪
戦苦闘しながらも、なんとか完成させました。子どもた
ちは、市販の品ではなかなか味わえない水量と水圧、水
を押し出すときの手応えを感じながら、水遊びを楽しみ
ました。また、水切り（石投げ）では、保護者の皆さんも
童心に返ったように夢中で石を投げていました。

今月の
表紙

a Person of Shining Watarai

第111人目

発行／度会町役場
編集／�総務課�

三重県度会郡度会町棚橋 1215-1�
TEL 0596-62-1111  FAX 0596-62-1647�
E-mail：somu@town.watarai.lg.jp

　インターンシップ研修生とし
て２週間、わたしたちと机を並べた

矢部さん。本人の希望により広報紙制作の補助をし
ていただきました。最初の仕事は、「輝け！わたらい
人」の原稿を作成すること。取り上げるのはもちろん
自分です。また、町の伝統行事を体験してもらおうと、
「麻加江かんこ踊り」の取材にも同行してもらいまし
た。原稿作成、取材など初めてのことばかりで、最
初は戸惑っているようすでしたが、毎日与えられた仕
事に真剣に取り組む姿は、さながら新人職員のよう
でした。
　わずかな期間でしたが、この研修での経験が、矢
部さんの将来を考える一助になれば幸いです。

編 集 後 記町のうごき
平成23年7月31日現在
(　) 内は前月比

■�人 口
��男……… 4,327 ( －  4) 人
�女……… 4,609 ( －10) 人
���計……… 8,936 ( －14) 人
��世帯数… 2,833 ( ＋  1) 世帯

���出生………………… 5 人
��死亡…………………  7 人
転入…………………  7 人
�転出…………………19 人

度会町

矢
や

部
べ

 里
さとし

さん（上久具）19 歳
　皇學館大学現代日本社会学部２年生の
矢部里さん。
　矢部さんは、夏休みの期間を利用し、インターン
シップ研修として２週間にわたり町役場で就業体
験をされました。
※インターンシップとは
　�学生が一定期間企業などで研修生として働き、自分の将来
に関連する就業体験をする制度

少し不便なところもありますが、自分が生まれ育っ
た、穏やかで自然豊かな町です。今ある風景が変
わることなく、いつまでもこのままであって欲しい
です。

度会町について

休日は友人と過ごすことが多く、大学の講義が半
日の日には大学周辺で、一日休みの日には電車で
遠くまで遊びに行ったり、買い物に出かけたりして
います。また読書が好きで、家にいるときは本を読
んでいることが多いです。中学生のころから小説家
の橋本紡先生のファンで、昨年映画化もされた『半
分の月がのぼる空』がお気に入りです。

休日の過ごし方は

町役場の就業体験では、希望していた「広報わたら
い」の制作にもいくつか携わり、取材や記事作りに
も参加しました。初めて経験することばかりで、緊
張や戸惑いもありましたが、役場の方々や周りの人
たちのサポートもあって、貴重な体験ができました。

インターンシップ研修に参加して

現代日本社会学部で、今の日本が抱えている問題
や、その対策、めざすべき姿などを学んでいます。
この学部は入学時に新設された学部で、当初は不安
もありましたが、２年生となった今では大学生活に
も慣れ、友人たちと充実した毎日を過ごしています。

大学では
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